
　

蛍
雪
会
会
員
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
本
会

並
び
に
母
校
の
発
展
の

た
め
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
８
月
２
日
（
第
１
日
曜
日
）、総
勢
１
５
７
名

と
い
う
多
数
の
参
加
者
の
下
、
平
成
27
年
度
同
窓
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
は
、
還
暦
を
迎

え
た
卒
業
生
を
招
待
し
て
い
ま
す
が
、
さ
す
が
に
皆

様
、
多
士
済
々
年
輪
を
重
ね
た
方
々
で
、
こ
の
よ
う

な
方
々
を
初
め
と
し
て
２
万
数
百
名
を
擁
す
る
蛍
雪

会
の
底
力
を
感
じ
、
力
強
く
思
っ
た
次
第
で
す
。

　

昨
年
度
は
同
窓
会
報
の
創
刊
号
を
発
行
し
、
旧
制

中
の
１
回
生
か
ら
高
校
第
25
回
生
（
還
暦
の
年
代
）

ま
で
を
対
象
に
計
５
２
０
０
部
を
郵
送
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
同
窓
会
か
ら
の
情
報
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
多
く
の
方
か
ら
好
意
的
な
反
応
が
寄
せ
ら
れ
、

協
賛
金
も
７
８
０
名
の
方
か
ら
計
２
５
０
余
万
円
の

ご
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
原
資
に
第
２

号
か
ら
は
、
全
会
員
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
さ
ら
な

る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
会
報
発

行
を
縁
と
し
て
、
旧
中
卒
の
同
窓
生
の
絵
画
作
品
５

点
の
寄
贈
の
申
し
出
が
あ
り
、
過
日
学
校
に
納
入
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
益
々
交
流
の
場
が
広
が

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

境
高
は
、
昔
か
ら
文
武
両
道
を
標
榜
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
生
徒
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
に
自
己
の
向

上
を
目
指
し
て
勉
学
に
運
動
に
と
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
世
相
を
見
る
と
、
景
気
は
良

く
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
な
か
な
か
一
般
ま
で
及
ば

ず
、
我
が
国
に
お
い
て
も
貧
富
の
格
差
が
確
実
に
増

大
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
能

力
は
十
分
あ
っ
て
も
、
学
費
の
諸
負
担
に
苦
労
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
毎
年
、
奨
学
生

選
考
の
審
査
を
し
て
い
て
そ
ん
な
こ
と
が
垣
間
見
え

ま
す
。

　

現
在
、
同
窓
会
か
ら
学
校
へ
の
後
援
と
し
て
は
、

奨
学
金
（
月
額
７
０
０
０
円
）
の
授
与
、
優
れ
た
活

動
を
し
た
部
活
動
へ
の
援
助
、
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
限
ら
れ
た
会
費
か
ら
の
支
出
で
充
分
と
は
言

え
な
い
状
況
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
奨
学
金
制
度
の
充

実
な
ど
学
校
へ
の
後
援
の
面
に
力
を
注
げ
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
持
つ
力
の
余
力
を
、
学
校

・
後
輩
た
ち
に
振
り
向
け
、
少
し
で
も
学
校
の
魅
力

の
向
上
に
役
立
て
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
次
号
に

て
具
体
案
を
示
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
よ
ろ
し
く

ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
年
度
４
月
に
石
下

紫
峰
高
校
よ
り
赴
任
し

て
参
り
ま
し
た
岩
田
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
同
窓
会
の
皆
様
に
は
本
校
教
育
活
動
に
厚

い
ご
支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
境
高
校
は
、
御
存
知
の
よ
う
に
、
昭
和
3

年
に
茨
城
県
立
境
中
学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
以
来
、

88
年
に
わ
た
り
２
万
名
を
超
え
る
あ
ま
た
の
人
材
を

送
り
出
し
て
お
り
、
卒
業
生
は
各
方
面
で
ご
活
躍
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
本
校
は
2
年
後
の
平
成

30
年
に
は
、
創
立
90
周
年
を
迎
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

本
校
の
近
況
で
す
が
、
整
っ
た
恵
ま
れ
た
環
境
の

も
と
、
生
徒
達
は
落
ち
着
い
た
学
校
生
活
を
送
っ
て

お
り
ま
す
。
授
業
は
も
と
よ
り
、
集
会
で
の
話
を
聞

く
態
度
も
素
晴
ら
し
く
、
廊
下
な
ど
で
す
れ
違
っ
た

時
に
は
あ
い
さ
つ
が
自
然
に
で
き
ま
す
。
ま
た
、
朝
、

自
主
的
に
校
舎
周
辺
の
清
掃
活
動
を
し
て
い
る
生
徒

も
お
り
ま
す
。
放
課
後
は
部
活
動
に
活
発
に
取
り
組

む
生
徒
も
多
く
お
り
、
本
校
の
良
き
伝
統
・
校
風
を

日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
校
で
は
、
①
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
②

英
語
教
育
の
充
実
③
基
礎
学
力
の
充
実
④
進
路
指
導

の
充
実
⑤
学
力
・
適
性
等
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
の

５
つ
の
大
き
な
柱
を
基
本
に
し
て
日
々
の
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
面
で
は
、
昨
年
度
、
陸
上
部
、
吹

奏
楽
部
が
全
国
大
会
に
出
場
、
卓
球
部
、
陸
上
部
、

水
泳
部
、
吹
奏
楽
部
が
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
す
で
に
5
月
ま
で
で
、
弓
道
部
、
陸
上
部

が
関
東
大
会
に
出
場
し
、
科
学
部
が
8
月
に
県
代
表

と
し
て
全
国
大
会
発
表
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
は
、
延
べ
数
で
す

が
、
国
公
立
大
学
10
名
、
私
立
大
学
２
５
９
名
、
短

大
・
専
門
学
校
１
０
０
名
、
就
職
37
名
（
公
務
員
11

名
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
学
校
生
活
・
教
育
活
動
を
一
層
充
実
さ
せ

て
、
皆
様
方
に
続
く
後
輩
達
が
、「
境
高
校
」で
学
ぶ

こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
将
来
有
為
な
人
材
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
と
し
て
成
長
し
て
い
け
る

よ
う
、
そ
し
て
更
な
る
伝
統
を
積
み
重
ね
て
い
け
る

よ
う
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
力
を
尽
く
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
同
窓
会
の
皆

様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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ご　

挨　

拶

「
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
」

同
窓
会
会
長　

酒
井
義
博

学
校
長　

岩
田　

隆

「
ご 

挨 

拶
」



な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
水

戸
支
部
長
の
青
木
文
雄
様
に
は
、
当
日

総
会
か
ら
懇
親
会
ま
で
ビ
デ
オ
撮
影
を

い
た
だ
き
、
さ
ら
に
出
席
者
全
員
分
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
ま
で
い
た
だ
き
、
誠
に

感
謝
に
耐
え
ま
せ
ん
。
全
参
加
者
に
各

発
起
人
か
ら
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

最
初
か
ら
最
後
ま
で
二
回
も
見
た
よ
と

お
礼
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
り
、
同
窓

生
の
絆
を
改
め
て
固
く
し
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

改
め
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

42
年
ぶ
り
に
会
う
同
窓
生
は
、
見
た

だ
け
で
は
思
い
出
せ
な
い
人
も
多
く
、

年
月
の
大
き
さ
に
参
加
者
全
員
お
互
い

に
驚
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
自
己

紹
介
や
ら
近
況
の
報
告
を
全
員
で
行
い
、

恩
師
の
先
生
に
も
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、

あ
っ
と
い
う
間
の
ひ
と
時
で
し
た
が
、

懐
か
し
く
楽
し
い
青
春
時
代
に
還
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
に
都
合
で
欠

席
と
な
っ
た
方
も
多
く
、
こ
れ
を
機
会

に
も
う
一
度
同
窓
会
を
開
催
し
よ
う
と
、

後
日
の
発
起
人
の
反
省
会
で
盛
り
上
が

り
固
く
約
束
を
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
境
高
校
の
益

々
の
ご
繁
栄
と
同
窓
会
の
末
永
い
活
動

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
還
暦
同
窓
会
の

お
礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
、
８
月
２
日
（
第
１
日
曜
日
）、

私
た
ち
還
暦
を
迎
え
る
卒
業
生
は
、
平

成
27
年
度
同
窓
会
総
会
に
お
招
き
頂
き
、

卒
業
以
来
初
め
て
の
同
窓
会
を
１
３
７

名
の
参
加
で
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
酒
井
同
窓
会
長
を
は
じ

め
役
員
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
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発
起
人
代
表　

野
口 

久
雄

還
暦
を
迎
え
て

　

平
成
27
年
8
月
2
日
（
日
）、境
町
ベ

ル
さ
か
い
に
お
い
て
総
勢
１
５
７
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
茨
城
県
立
境
高
等

学
校
の
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

境
高
校
同
窓
会
（
蛍
雪
会
）
で
は
、

昭
和
55
年
か
ら
毎
年
8
月
の
第
1
日
曜

日
に
、
そ
の
年
に
還
暦
を
迎
え
ら
れ
る

同
窓
生
の
方
々
を
招
待
し
、
総
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
の
総
会
で
は
、
26
期
生
（
全

日
制
）・
27
期
生（
定
時
制
）
の
方
々
が

招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
本
部
役
員
会
で
審
議
さ

れ
た
26
年
度
同
窓
会
事
業
報
告
、
会
計

決
算
・
監
査
報
告
、
27
年
度
事
業
計
画

・
会
計
予
算
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
議

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者

全
員
の
自
己
紹
介
や
近
況
報
告
が
行
わ

れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
懇
親
会
が
開
か
れ
、

何
十
年
ぶ
り
と
い
う
再
会
に
、
ま
た
恩

師
と
の
再
会
に
目
頭
を
熱
く
さ
れ
た
方

々
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
成
功
裏
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
部
役
員

　

名
誉
会
長　
　
　

岩
田　
　

隆　

校
長

　

会　

長　
　
　
　

酒
井　

義
博　

高
12

　

副
会
長　
　
　
　

仲
村　

敏
明　

高
13

　

副
会
長　
　
　
　

石
山　

征
夫　

高
14

　

副
会
長　
　
　
　

神
坂　

守
男　

高
18

　

監　

査　
　
　
　

猪
瀬　

晴
男　

高
19

　

監　

査　
　
　
　

木
村　

泰
之　

高
25

　

校
外
幹
事
長　
　

野
村　

正
昭　

高
26

校
内
幹
事

　

幹
事
長　
　
　
　

井
上　
　

豊　

高
32

　

幹　

事　
　
　
　

蒔
田　
　

巧　

教
頭

　

幹　

事　
　
　
　

荻
野　

幸
子　

事
務
室
長

　

幹　

事　
　
　
　

猪
瀬　

幸
夫　

高
27

　

幹　

事　
　
　
　

星
野　

文
男　

高
35

　

幹　

事（
会
計
）　

新
井　

智
子　

高
35

　

幹　

事　
　
　
　

細
島　

洋
一　

高
43

　

幹　

事　
　
　
　

佐
々
木
咲
子　

高
50

　

幹　

事　
　
　
　

羽
石　

直
樹　

高
60

　

幹　

事　
　
　
　

田
中
勇
二
朗　

高
60

参
加
者
１
５
７
名
、

　

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

平
成
27
年
度
同
窓
会
総
会
報
告
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平
成
27
年

　
４
月
１
日（
水
）　
同
窓
会
校
内
幹
事
打
ち
合
わ
せ

　
４
月
３
日（
金
）　
平
成
27
年
度
歓
送
迎
会

　
４
月
７
日（
火
）　
平
成
27
年
度
入
学
式

　
６
月
11
日（
月
）　
関
東
大
会
壮
行
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

部
活
動
奨
励
金　
陸
上
部
（
３
名
）

　
６
月
28
日（
日
）　
同
窓
会
総
会
発
起
人
会　
高
校
26
・
27
回
生

　
７
月
２
日（
木
）　
高
校
総
体
／
関
東
大
会
壮
行
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

部
活
動
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

陸
上
部
（
１
名
）　
水
泳
部
（
２
名
）

　
７
月
３
日（
金
）　
同
窓
会
本
部
役
員
会

　
７
月
22
日（
水
）　
関
東
大
会
壮
行
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

部
活
動
奨
励
金　
陸
上
部
（
１
名
）

　
８
月
２
日（
日
）　
平
成
27
年
度
同
窓
会
総
会

　
８
月
27
日（
木
）　
東
関
東
大
会
壮
行
会
・
部
活
動
奨
励
金

　
９
月
１
日（
火
）　
国
体
出
場
大
会
壮
行
会
・
部
活
動
奨
励
金

　
10
月
23
日（
金
）　
同
窓
会
本
部
役
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
同
窓
会
奨
学
生
選
考
会
議

　
　
　
　
　
　
　
　
同
窓
会
奨
学
生
奨
学
金
交
付
式
（
３
名
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   （
月
額
７
０
０
０
円
）

平
成
28
年

　
２
月
29
日（
金
）　
平
成
27
年
度
同
窓
会
入
会
式

　
　
　
　
　
　
　
　
卒
業
記
念
品
の
贈
呈

　
３
月
１
日（
火
）　
第
68
回
卒
業
式

平
成
27
年
度　

同
窓
会
事
業
報
告

平成27年度　境高等学校同窓会運営費　決算書

１.収入の部

２.支出の部

３.残　金

項　目 予算額 決算額 増　減 摘　要
会　費 1,695,600 1,690,200 △ 5,400 5,400円×313名
繰越金 2,356,456 2,356,456 0 前年度より
繰入金 0 0 0
雑収入 44 3,371 3,327 利息、卒業学年残金
合　計 4,052,100 4,050,027 △ 2,073

項　目 予算額 決算額 増　減 摘　要
会議費 200,000 38,498 △ 161,502 役員会議費等
総会費 350,000 360,247 10,247 総会運営費等
事務費 30,000 3,672 △ 26,328 ゴム印等消耗品
通信費 30,000 31,570 1,570 郵送料等
慶弔費 100,000 50,000 △ 50,000 見舞い等
餞別費 150,000 88,000 △ 62,000 転退出者への餞別

同窓会補助費 150,000 60,000 △ 90,000 同窓会補助
卒業記念品費 500,000 416,880 △ 83,120 卒業記念品代
生徒活動費 800,000 536,340 △ 263,660 大学合格垂れ幕、部活動での高

校総体・関東大会祝・垂れ幕等
奨学金 252,000 252,000 0 奨学金用資金
予備費 1,490,100 63,096 △ 1,427,004 学習館スリッパ
合　計 4,052,100 1,900,303 △ 2,151,797

2,149,724円は、次年度へ繰り越します。

収　入
支　出
残　高

4,050,027円
1,900,303円
2,149,724円（次年度へ繰越）



　

２
年
半
前
に
、
喜
寿
の
祝
い
の
同
窓
会
を

開
き
、
今
回
は
傘
寿
の
同
窓
会
と
な
る
。
会

を
開
く
に
当
り
高
校
に
伺
い
野
村
先
生
、
事

務
長
、
校
長
先
生
に
会
い
、
案
内
状
を
持
参

し
て
援
助
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
何
年

ぶ
り
か
で
校
歌
を
歌
う
場
面
に
は
と
、
作
曲

家
小
松
耕
輔
氏
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
２
番
迄
の
Ｃ

Ｄ
と
、
作
詞
家
葛
原
し
げ
る
氏
の
歌
詞
と
を

い
た
だ
く
。
校
長
先
生
か
ら
は
境
高
と
境
西

高
が
合
併
し
た
の
で
、
今
ま
で
の
校
訓
「
誠

実
・
剛
健
」
に
西
高
の
校
訓
「
協
力
・
力
行
」

が
加
わ
っ
た
と
の
話
を
聞
く
。
当
日
、
開
式

次
第
の
挨
拶
の
後
に
校
歌
斉
唱
と
し
て
、
Ｃ

Ｄ
を
使
っ
て
合
唱
し
た
。
そ
れ
が
今
回
の
特

徴
で
す
。
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同
窓
会
を
通
し
て
感
じ
た
事
は
、
不
参
加

者
は
勿
論
お
互
い
の
体
に
相
当
の
異
変
が
起

き
て
い
る
こ
と
で
す
。
元
気
だ
っ
た
人
が
足

腰
が
弱
く
な
っ
た
り
、
車
の
運
転
が
無
理
に

な
っ
た
人
、
長
距
離
な
の
で
行
く
の
が
辛
い

と
い
う
人
、
様
々
で
す
が
、
そ
れ
が
80
歳
な

の
で
す
。

　

次
回
は
、
２
年
後
に
開
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
野
村
先
生
の
幹
事
と
し
て
境
高
に
残

る
と
の
言
葉
に
も
、
み
ん
な
元
気
を
貰
っ
た
。

一
期
一
会
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
茶
道
か
ら

一
生
に
一
度
だ
け
出
会
う
と
の
意
味
の
よ
う

で
す
が
、
境
高
で
出
会
っ
た
こ
と
が
正
に
そ

れ
に
相
当
す
る
と
の
思
い
で
す
。

　

平
成
28
年
４
月
20
日　

於
「
す
ず
き
や
」

　
　
発
起
人
代
表

　
　
　

秋
元
功
三
郎　
　

黒
川　

昭
一

　
　
　

野
口　

正
行　
　

初
見　

貞
夫

　
　
　

小
野　

瑛
子　
　

戸
張
つ
ね
子

　
注　
参
加
者　
喜
寿
時
47
名　
傘
寿
時
38
名

　

27
年
の
同
窓
会
は
６
月
６
日
紫
陽
花
の
咲

く
頃
、
遠
方
か
ら
の
出
席
も
考
慮
し
バ
ス
停

近
く
の
「
す
ず
き
や
」
さ
ん
を
会
場
に
男
子

34
名
、
女
子
22
名
の
出
席
と
、
前
回
に
同
じ

く
恩
師
猪
瀬
正
巳
、
張
替
秀
夫
の
両
先
生
に

お
越
し
頂
い
て
２
年
振
り
の
再
開
に
な
り
ま

し
た
。

　

久
し
振
り
と
は
云
え
、
２
年
前
の
宴
の
思

い
出
が
鮮
や
か
に
残
っ
て
い
る
中
で
の
開
催

は
親
し
み
も
ぐ
っ
と
厚
く
な
っ
て
ほ
ん
と
に

和
や
か
さ
い
っ
ぱ
い
の
雰
囲
気
に
な
り
ま
し

た
。

　

共
に
生
き
た
青
春
の
３
年
間
が
ま
じ
か
に

戻
っ
て
来
た
よ
う
な
若
若
し
い
空
気
が
会
場

に
溢
れ
、
同
窓
会
の
愉
し
さ
を
改
め
て
胸
の

奥
深
く
刻
ん
だ
、
瑞
々
し
く
紫
陽
花
の
花
咲

く
日
の
同
窓
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

次
の
会
を
楽
し
み
に
老
い
の
道
を
益
々
生

々
と
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
人　

荒
川　

成
敬

　

平
成
15
年
８
月
３
日
境
高
同
窓
会
総
会
に

還
暦
で
招
待
さ
れ
た
。
参
加
者
の
総
意
で
、

こ
れ
を
機
会
に
定
例
会
の
開
催
に
な
る
。
翌

年
か
ら
10
月
に
交
通
の
便
を
考
え
て
海
の
さ

む
ら
い
を
中
心
会
場
に
、
連
絡
の
取
れ
る
百

数
名
の
う
ち
40
名
前
後
の
参
加
者
で
毎
年
開

催
し
て
き
た
。
年
と
共
に
足
腰
が
弱
く
な
り
、

手
狭
な
こ
と
も
あ
り
、
テ
ー
ブ
ル
の
会
場
の

か
つ
太
郎
に
変
更
、
開
催
日
を
20
日
に
決
め

予
定
に
入
れ
て
実
施
。

　

昨
年
は
10
月
20
日
か
つ
太
郎
本
店
で
開
催
。

会
員
の
特
技
の
余
興
披
露
や
カ
ラ
オ
ケ
を
交

え
る
中
、
互
い
の
近
況
報
告
や
思
い
出
等
で

第
７
回
卒
同
窓
会

同
窓
会
・
ク
ラ
ス
会
だ
よ
り

青
春
時
代
の
３
年
間
に
立
ち
戻
っ
た
か
の
よ

う
な
空
気
に
溢
れ
る
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

た
。
来
年
ま
で
の
健
康
を
約
束
し
満
足
し
た

笑
顔
で
の
再
会
を
誓
い
合
い
、
最
後
に
同
窓

会
幹
事
の
野
村
先
生
に
お
借
り
し
た
Ｃ
Ｄ
で
、

全
員
が
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
大
き
な
声
で

校
歌
を
合
唱
し
て
閉
会
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
幹
事　

鈴
木　

浩

第
14
回
卒
同
窓
会

第
９
回
卒
同
窓
会

　

平
成
27
年
９
月
27
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

幹
事　

広
岡　

久
弥

第
15
回
卒
同
窓
会

　

平
成
27
年
９
月
27
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

幹
事　

齋
藤　

孝
夫

第
35
回
卒
ク
ラ
ス
会

　

平
成
27
年
９
月
27
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

幹
事　

稲
葉　

早
苗

第
13
・
14
回
卒
同
窓
会


